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　皆さん、こんにちは。今回は、
新市発足後の４年間を振り返っ
て、これまでの栃木市の歩みをお
知らせします。
　なお、各事業分野のタイトル
は、私のマニフェストのタイトル
を使っています。
主な取り組みをご紹介します。
　創造プラン１ 誰もが新しいまち
を実感できる自立都市をめざして 
・まちづくりの基本理念等を定めた
自治基本条例を制定するとともに、
この条例や総合計画の進捗管理等
を行う市民会議を設置しました。

・市民活動を支援する、「とちぎ夢
ファーレ事業」をスタートしました。
　創造プラン２ 自然・歴史・文化
の息づく文教・文化都市をめざして 
・本市の歴史・文化への関心を高め
るために文化大使を委嘱しました。

・市民スポーツフェスティバルや
ウォーキング大会を開催しました。
　創造プラン３  安全で安心して暮
らせる生活優先都市をめざして 
・地域医療の充実、強化のために、
「とちぎメディカルセンター」の
施設整備などを支援しました。
・こども医療費の現物給付を 12
歳以下に拡大しましたが、平成
26 年 10 月から 15 歳以下に拡大
します。
・小中学校の耐震化工事を前倒し
で推進するとともに、平成 25 年
度から順次、全小中学校にエアコ
ンを設置します。
　創造プラン４ 活力に満ちた活動
都市をめざして 
・市内全域に、ふれあいバスや蔵
タクを運行しました。
・県内トップクラスの企業誘致支
援制度を創設し、中根産業団地は
早期に完売しました。
　創造プラン５ あなたが創造する
未来都市とちぎ ・新庁舎を整備し、

栃木市の４年間の歩み

栃木市長　鈴木俊美
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栃木市景観計画 （案） に関する意見募集

　市は、現在「栃木市景観計画」の策定を進め
ています。本市の特徴を生かした景観の継承や
良好な景観形成を図っていくうえで必要な事項
について基本的な方向性を定めるものです。
　今回、計画案を作成したことから、皆さんの
意見を募集します。
◆対象　市内在住・在勤・在学の方、市内に事
業所等を有する個人・法人等
◆閲覧場所　  都市計画課、各総合支所地域
まちづくり課、市政情報センター（本庁舎 4 階）、
市ホームページ
◆提出方法　5 月 14 日（水）必着で閲覧場所
にある意見書書式（市ホームページからダウン
ロード可）に必要事項を記入の上、次のいずれ
かの方法で提出。
▽持参　  都市計画課、各地域まちづくり
課（平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分に限る）▽
郵送　〒 328 ‐ 8686（住所不要） 都市計画
課計画景観担当あて▽ FAX21-2686 ▽メール
toshikei02@city.tochigi.lg.jp
◆その他　提出された意見等は後日公表しま
す。（住所・氏名等は非公表）
　また、意見に対する個別回答はしません。
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手当名 ３月分まで ４月分から

特別児童扶養手当
1 級
　50,050 円
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　33,330 円
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　49,900 円
2 級
　33,230 円

特別障害者手当 26,080 円 26,000 円

障害児福祉手当 14,180 円 14,140 円

福祉手当
（経過措置分） 14,180 円 14,140 円
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児童扶養手当の額改正のお知らせ

3 月分まで 4 月分から
全部支給 41,140 円 41,020 円
一部支給 9,710 円～ 41,130 円 9,680 円～ 41,010 円

　児童扶養手当の額が、法令の改正により４月分から次
のとおり変わります。
　受給者には、個別に通知をお送りします。

※その他　児童扶養手当は、住所や氏名、家族構成に変
更があった場合は必ず届出が必要です。また、公的年金
等の受給対象となる等、支給要件を満たさなくなった場
合も手続きが必要ですのでお早めに連絡ください。

 こども課　　☎ 21‐２２２１
 健康福祉課 ☎ 45‐１７８８
 健康福祉課 ☎ 62‐０９０４

 健康福祉課 ☎ 29‐１１０３
 健康福祉課 ☎ 92‐０３１２
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１階フロアには百
貨店を併設するこ
とにより、中心市
街地の活性化を図り
ます。
　この他にも、東日本大震災への
対応、渡良瀬遊水地のラムサール
条約湿地登録、そして西方町、岩
舟町との合併協議などの重要課題
に積極的に取り組んできました。
　その結果、本市は日本経済新聞
社の「経営革新度調査」において、
前 回、 平 成 23 年 度 の 全 国 307
位から平成 25 年度は全国 48 位
と大きく評価を伸ばすことができ
ました。
　岩舟町と合併し、１市５町の合
併が遂に完成いたします。
　これまでの歩みを止めることな
く、市民の皆様と共に力を合わせ
て、新たなまちづくりに挑戦して
行きましょう。


